
農山漁村南北交流事業で「やってみた」「やってみたい」の気持ちあ

ふれる子どもたち！

８月６日（火）～８月８日（木）に九度山小学校の

５年生１８名が日高地方を訪れ、学校での学習活動

をさらにいかす体験活動を実施しました。

８月６日（火）初日は、日高川ふれあい水辺公園で、

大型のサーフボードに立つ SUP体験を行いました。
子どもたちはライフジャケットを着用し、川で遊ぶ楽

しさと同時に安全な川遊びについて体験的に学ぶことが

できました。

２日目の午後からは印南町の民泊受入れ家庭に分

かれて、交流を深めました。どのご家庭もこれまで

九度山の子を受け入れた経験があり、両町のつなが

りを感じられる日となりました。

最終日、みなべ町を訪れ、ウミガメが実際卵を産卵する場所の見学をしました。産卵場

所の環境保全活動について学び、自分たちが主体となってできることを考える機会となり

ました。子どもたちは、引率の先生方と一緒に充実した日々を過ごし、それぞれの瞳輝く

３日間となりました。


